
 

 

 平成２６年１１月１９日（水）午後１時

半から、東京・代々木にある国立オリンピ

ック記念青少年総合センターカルチャー

棟大ホールで、総務省と統計情報研究開発

センター主催する《第６４回全国統計大

会》が開催されました。 

国、地方公共団体、関係団体等の統計関

係者が一堂に会して相互の交流と研さん

を行い、我が国の統計及び統計制度の進歩

発展、統計思想の普及啓発に資することを

目的に開催されたもので、全国から６００

名余りの関係者が参加しています。 

 

また全国統計大会に合せて各省大臣表
彰はじめ《第６２回統計グラフ全国コンク
ール》の入賞作品表彰、《日本統計学会会
長賞》や《日本品質管理学会賞》の表彰、
《大内賞》表彰が行われました。 

主催者挨拶、祝辞の後、総務大臣、厚生
労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、
国土交通大臣など各省大臣表彰に続いて
《第６２回統計グラフ全国コンクール》応
募数２万５千余件の中から入賞作品表彰
並びに《大内賞》表彰、最後に《第３５回
統計シンポジウム》「ＩＴ化の進展と統計
作成～オンライン調査の現状と課題～」が
行われ、午後５時前に終了しました。

全国から６００名余りの参加者を数え、会場は熱気ムンムンの大盛況でした 

 
 

各表彰を授与する皆さん            受賞者の皆さん 
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《総務大臣表彰》 

 

大分県の船田はるみさんと竹谷容子さん 

各種統計に係わる活動を展開、表彰を受ける皆さんと統計グラフコンクールの表彰対象の皆さん 

 



 

《厚生労働大臣表彰》 

 

《農林水産大臣表彰》 

 

《国土交通大臣表彰》 

 

《経済産業大臣表彰》 

 

 受賞した株式会社ＴＫＣさん 

 

 受賞した茨城県の増田さん 

 

 受賞した兵庫県の家島建設さん 

 

 受賞した山形県の滝田ヨシ子さん

 



 

 

 

沖縄からの受賞者の皆さん 

 

《総務大臣特別賞》を授与されたのは、沖縄県立具志川商業高等学校の皆さんで 

３年生の長嶺希咲さん、新垣妃香莉さんそして１年生の宮城七海さんの３人です 

 



 

《文部科学大臣奨励賞》 

 

 

 

 

 

 
 《文部科学大臣奨励賞》第１部の特選を受賞したのは

京都市立音羽小学校２年生の稲波里沙さん 

 
 日本統計学会会長賞は愛媛県立宇和島東高等学校の

皆さん、国友直人会長から代表の末廣さんに授与 

 

 
 日本品質管理学会は長崎県長与町立長与中学校３年

生の駒木さんに、大久保尚武副会長から表彰状を授与 

 



 

 

 

 《第６２回統計グラフ全国コンクール》

では小学校１、２年生の第１部、３、４

年生の第２部、５、６年生が第３部、中

学生が第４部、高校生以上の生徒、学生

と一般が第５部の他、「パソコン統計グラ

フの部・小学校の児童以上」を募集し、

優秀作品を表彰しています。 

 なお、各県から応募した優秀作品の中

から全国審査に出品された作品には、総

務省後援・日本統計学会公式認定の「統

計検定４級活動賞」が授与されます。 

 

《第６２回統計グラフ全国コンクール》の《特選入賞》した３作品は、第２部が『な
まり、茨城弁はすてき！？』を制作した茨城県筑西市立古里小学校４年の皆川陽奈子
さん、第３部が『あれから１０年、忘れない７･１３水害・中えつ地しん』を制作した
新潟県見附市立名木野小学校５年の川上裕衣さん、そして第４部『ＳＮＳは本当に成
績を下げる････？』を制作した福岡県福岡市立東住吉中学校３年の山田誠人さんです 
 



 

 毎年１０月１８日が「統計の日」に

定められていますが、この日を衆知す

るため毎年“標語”を募集しており、

今年度は山口県野田学園高等学校２

年の野村由佳さんの「統計は次代を読

み解くパートナー」が選ばれました。 

 国勢調査はじめ私たちの生活に関

連する多くの統計データが収集され

ていますが、さらに皆さんの統計への

関心を高めるため、左のようにこの標

語を盛り込んだ楽しそうなポスター

が制作され全国各地の自治体の窓口

や統計関連部署などに、配布され、掲

示されています。  

 



 

 

 

 

「大内賞」は第二次世界大戦後に日

本の統計の再建に尽力された大内兵衞

博士の業績を記念して、昭和２８年度

に設けられました。 

わが国統計界の最高の栄誉として統

計の改善、発達にすぐれた功績のあっ

た方々に贈られるもので、これまでに

３００名、３団体が受賞しています。 

今年度の受賞者は北海道の神保正志

さん、山形県の菅井ひろ子さん、福岡

県の服部哉子さん、長野県の松岡榮子

さんの４名が選ばれ、表彰されました。 

表彰式最後には受賞者全員が起立し、

受賞者を代表して北海道の神保正志さ

んが謝意を述べました。

 



 

 
 

統計数理研究所の椿広計副所長をリ
ーダーに行われたパネルディスカッシ
ョンでは、トランスコスモス・アナリテ
ィクスの萩原雅之取締役副社長、東京大
学大学院教育学研究科の星野崇宏准教
授、総務省統計局統計調査部国勢統計課
の岩佐哲也課長がパネリストとなり、オ
ンライン調査の推進をテーマに、次回の
国勢調査ではインターネットのみなら
ずスマートフォンからの回答もできる
ようになることを受けて、今後予想され
る様々な問題などを議論しました。

 



全国から２万５千点以上の応募があり、選ばれた優秀作品が展示されました 

 

展示会場はご覧のとおり、皆さん入賞

作品をご覧になりながら頷いたり、感心

したりしていました。 

近年“統計”関連の授業が強化された

こともあり、全国からの応募作品は一段

とレベルアップしている様子です。 

 



 愛媛県立宇和島東高等学校２年生の

末廣多一さん、清水樹さん、松田拓巳さ

んと１年生の松浦弘貴さんと清家伊織
さんが協力して制作したものです。 

 第５部「パソコン統計グラフの部」の
優秀作品で、愛媛や宇和島の産業を分析
しブラッドオレンジ生産の現状をグラ
フ化した説得力のある作品です。 

 


